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第
九
号

(昭
和
五
十
六
年
三
月
Y

《
源

順

伝
》
断

章

i

若
き
日
の
順
を
繞

っ
て
ー

神

野

「藤

昭

夫

わ
が
国

の
初
期
物
語
が
、
男
性
知
識
人

の
手
に
な
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
は

広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
な

か
で
も
、
源
順
は
、
物

語
作
家
で
あ

っ
た
可
能

性
の

も

っ
と
も
高

い
人
物
で
あ

っ
て
、
彼
が
、

『う

つ
ほ
物

語
』
、
の
作

者
で
あ
る
か

ど
う

か
の
論
議
は
さ

て
お

い
て
も
、
別
に
物
語
に
手
を
染
め
て
い
た
ら
し

い
証

跡
も
あ

っ
て
、
初

期
物
語
作

者

の
俤
を
、
順

の
生
涯
に
よ
み
と
る
こ
と
は
、
同

時
代

の
誰
よ
り
も
適

切
で
あ
ろ
う

。
初
期

物
語
が
ど
の
よ
う

な
生
涯
を

お
く

っ

た
人
物
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
の
か
、
彼

の
入
生
と
物
語

と
の
関
係

が
ど

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た

の
か
、
と

い
う

発
問

は
、
物
語

に
関

心
を
も

つ
私

の
念
頭
を

常
日
頃
か
ら
去
ら
な
い
問
題

で
あ

る
の
だ

が
、
本
稿

は
、
ひ
と
ま
ず
源
順
と

い

う

人
物

の
生
涯
を
、
微

細
に
追

っ
て
ゆ
く
作
業

の

一
断
章

で
あ
る
つ

な
お

、
本
稿

に
先

立

つ

旧

稿

に
、
「
《
源
順
伝
》
断
章
1

そ
の
家
系
を
繞

っ
て

」

」
(『
古
代

研
究

』
第

二
号

、
昭

47

・
3
Y

が
あ
り

、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
も

の

で
あ

る
が
、
第

一
節

は
、
若
干

の
補
訂
を
加
え
た
上

で
の
重
複

が
あ
る

こ
と
を

あ
ら

か
じ

め
お
こ
と
わ
り
し

て
お
き
た

い
。

一

源
順

(み
な
も
之
の
毛
た
が
ふ
V
は
、

延
喜

十

一
年

く
九

一
一
)
の
誕
生
で
あ

る
。
永
観

元
年

(九

八
三
)

に
七
十
三
歳

で
卒
し

て
い
る

記

事

(
『
三
十
六
人

歌
仙
伝
』
・
『
源
順
集
』
奥
勘
物

・
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
)

か
ら
逆
算
さ
れ
る
。

父

は
、
攀

(『
歌
仙
伝
』
・
『
順
集
』
・
『
系
図
纂
要
』
)
、
ま
た
は
擧

、(
『尊
卑

分

脈
』
)
。
字
形

が
似

て
い
る

か
ら
、

い
ず
れ
か

の
誤
り

だ

ろ

う

が
、

「攀
」

が

「
擧
」
と
誤

ら
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、

「擧

」
が

「攀
」
・
と
誤
ら
れ
る
こ
と

は
可
能
性
と
し

て
少
な

い
。
本
稿

で
は

「
攀
」
説

を
と
り
た
い
。

攀
は
、
嵯
峨
天
皇

か
ら
数
え
て
四
代

の
後

胤
で
あ
る
。
弘
仁

五
年

(
八

一
四
)

の
賜
姓
源
氏
制
成
立

の
際
、
臣
下

と
な

っ
た
源
定
を
祖
父

と
し

、
『
伊
勢
物
語
』

三
十
九
段
に

そ

の
名

の
み
え
る
至
を
父
と
し
て
い
る
。

定
は
、
貞
観
五
年

(
八
六
三
)

正
月
三
日
、
四
十
九
歳

で
薨
じ

た
が
、
時

に

大
納
言
で
右
大
将
を
兼
ね
、
従

二
位

を
追

贈
さ

れ

て

い

る

(『
三
代
実
録
』
・

『
公
卿
補
佐
』)
。
当
時
、
至
は
、

従

五
位
下

、

右
兵
衛
佐

で
あ

っ
た

(
『
三
代

実

録
』
貞

観
元

年
十

一
月
十
九
日
記

事

に

よ

る
っ
貞
観
七
年

六
月
廿

六
日
に

は
、
同
官

位
の
至
が
相
撲

司
に
任

ぜ
ら
れ
て

い
る
)
が

、
最
終
官
位

は
、
従
四

位

上
、
右
京
大
夫
に
と
ど
ま

っ
た
。
嵯
蛾
源
氏

二
世
五
十

四
人
の
う
ち
、
参
議

以
上
に
進

ん
だ
も
の
は
六
人
に
す
ぎ
ず

、
多
く

は
王
位
ど

ま
り

で
あ
る
と

い
う

(
林
陸
朗

『
上
代
政
治
社
会

の
研
究

』
、
「「
嵯
峨
源
氏

の
研
究
」
)
。
至

が
、
中
流

幽【1一



貴
族
t
Z
ゼ
ま

っ
充
φ

は
特
殊
で
は
な

く
、
彼

ら

の
世
代

か
ら
は
、㍗
皇
胤
と
し

て
の
矜
恃
と
栄
光
と
を
恃

む
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
律

令
官
人
と
し
て
人
生
を

き

り
開

い
て
ゆ
く
ほ
か
な

い
、
き
び

し

い
現
実

に
立
た
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
い
え

よ
う
。
だ
が
、
攀

(
よ
じ
る
)
は
、

そ
の
名

に
反
し

て
、
左

馬
允

(
『
歌
仙
伝
』
・
『
順

集
』
・・
『
系
図
纂
要
』
)
が
、極
官

で
あ

っ
た
ち
し

い

(『
尊
卑
分
脈
』

で
は

『
左
馬

佐

と
と
あ
る
が
)
。
左
馬
允
は
、

正
七
位
下
相

当
で
あ

り
、
愚下
級
官
人
と

い
う

ほ
か
女

い
淪

落
ぶ
り
で
あ

っ
た
。
攀

が
亡

く
な

っ
た

の
は
、
建

長

八
年

(
九
三

〇
y

の
厦

(
『扶

桑
集
』
巻
七

.
「
五
嘆
吟
#
序
」
)

で
あ
り

(

末
子

の
順
が

二

十
歳

の
時

で
あ

っ
た
か
ら

、
そ
の
官
位

の
低

さ
は
若
死

に
よ
る
も

の

で

は

な

い
。、順

は
、
毒
だ

い
に
下
降
を

た
ど

っ
て
、
歴
史

の
波
間

に
呑

み
こ
ま
れ

て
不
思

議

で
は
な

い
、
の

っ
ぴ

き
な
ら

ぬ
世
代

の
人
間
と
し

て
生
れ
出
た

の
で
あ
る
。

順

は
、
攀

の
三
男
で
あ

っ
、た
と

み
ら

れ
る
。

「
五
嘆
吟
井
序
」
に
よ
れ
ば
、
、

長
兄
は
、
若
く
し
て
叡

山
の
僧

と
な
り
、
そ
の
智
慧
を
う

た
わ
れ
た

が
、
惜
し

く
も
夭
折

し
た
.。
死
後

も
そ
の
名

は
忘
ら

れ
ず

、
う

る
わ
し

い
礼
誦

の
声
は
、
.

谷
川

の
せ
せ
ら
ぎ

に
も
似

て
、
松
籟

に
そ
の
声
を
耳
も
と

に
聴
く

思

い

が

す

る
、
と

い
う

。

次
兄

は
、
「
五
嘆
吟
」

の
書

か
れ
た
と

お
ぼ
し

い
天
慶
六
、
七
年

(
九

四
三
、

四
)
、
順
三
十
四
、

五
歳

の
秋

に
は
、

近
江

の
湖
辺
東
北
隅
に
あ

っ
て
、
雁
書

に
、
都
を
遠
く
離
れ

て
、
ど
う
し
て
身
を
立
て
名

を
あ
げ

、
父
母
を
後

世
に
知

ロァ

し

た

た

　

ロロ

し

　

び

き

にロ

ら
し

め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
、
ど
認
め
て

い
た
。
こ
の
兄
ほ
、
志

を
果
た
せ

ず
、
京
洛

の
地
を
去

っ
て
生
き
る
ほ
か
な
か

っ
た
王
族

の
裔
の
敗
残
者

で
あ

つ

た
よ
う
だ
。
.み

が
き

っ
っ
消
え
ざ

っ
て
ゆ
く
ほ
か
な

い
攀

の
次
代
を
象
徴

す
る

よ
う
な
存
在

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

へ

・前
稿

で
は
、・
こ
の
兄

こ
そ

「
源
訪
」
な

る
人
物
で
は
な

い
か
宀
と
示
唆
し
て

お
い
た

。

『
二
中
歴
』
第

十

二
詩
人
歴

↓
非
成
業

の
項
に
、
「源

訪
順
弟
」

と
あ

り

、
扶
桑
集
七
十

六
人

の
項

に
も
、
源
訪

の
名

を
認
め

る
こ
と

が

で

き

る
ゆ

『
扶
桑
集
』
巻
九
に

は
、

「
北
堂
漢
書
詠
レ
史
得
二李

広

一
源

訪
」

と
し

て
、
詠

詩
が
残

さ
れ
て
い
る
。
市
川
寛
斉

の

『
日
本
詩
紀
』

が
、
巻

二
十

六
に
、

「
源

訪
纐
之
」
と
し
て

『
扶
桑
集
』
巻

九
の
作

品
を
あ
げ

て
い
る
の
は
、
右

の

事

情

を
ふ
ま
え
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。

巻
九
「
「
詠
レ史

」
の
項
に
は
、
「
北
堂
漢
書
竟
宴
」

と
し

て
菅
淳
茂

「

「
漢
書

竟
宴
」
と
し
「て
江
相
公

(
大
江
朝
綱

。

一
般

に
、
音

人
が
江
相

公
と
称

せ
ら
れ

る

の
に
た

い
し
て
、
朝

綱
は
後

江
相

公
と
称
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
集

で
は
朝
綱

を
さ
す
と
み
ら
れ
る
)
、
「
北
堂
漢
書

竟
宴

」
と
し

て
橘
在
列

、

「
北
堂
漢
書
」

と
し
て
菅
三
品

(
文
時
)
、
「
北
堂
漢
書

竟
宴

(詠
レ
史
得

二蘇
武

一丼
序
)
」
と
し

て
紀
在
昌
、

の
作

品
が
み
え
る
。
こ
の
期

に
妥
当
す
る
漢
書

の
講
義

お
よ
び
竟

宴

は
、
延
喜
十
九
年

(
九

一
九
)
十

一
月

か
ら

二
十

二
年
冬

に
か
け

て
(
菅
原

淳
茂
が
講

師
と
し
て
講
義

し
、
二
十

三
年

三
月
七

日
に
大
学
寮
北
堂
に

お
い
て

行
な
わ
れ
た
竟
宴
が
そ
れ
で
あ
ろ
う

(
「同
序
」
・
『
日
本
紀
略
』
)
。

こ
の
前

の

も

の
に
は
、
延
喜

五
年

(九

〇
五
)
十

二
月

に

「
其

(某
)
日
。
大
学
寮
北
堂

有

二漢
書

竟
宴
之
詩

一。」

(『
日
本
紀
略
』
)
と
あ
り
、
後

の
も

の
に
は
、

『
西
宮

記
』
巻

十

一
に

「
天
暦

以
図
書
頭
藤
原
篤
茂
為
講
師
、
以
学
生
藤
原
徳
時
為
尚

復

、
講
漢
書

」
と

の
記
事
を
見
出
す

が
適

切
で
は
な

い
。
次

に
・
「
竟
宴
」
の
文

字

の
見
え
な
い
も

の
も
あ

る
が
、
竟
宴

で
は
、
講
師
と
学
生
と
が
関
係

者
を
交

え
て
酒

を
酌

み
か
わ
し

、
テ
キ
ス
ト
か
ら
選

ん
だ
題
を
も
と
に
詩
を
作

り
あ
う

の
で
あ

り
、
右

の
い
ず
れ
も

が
竟
宴

の
席

で
の
作
と
認
め
て
さ
し

つ
か
え
な
か

ろ
う

。

訪

が
出
席
し
た
と
考
え
ら
れ

る
延
喜

二
十
三
年
三
月

の
漢
書

竟
宴

の
年

、
順

一2一
・



は
十
三
歳
コ
順

な
兄
を

「
長
子
」

「
中

子
」

と
よ
び

、
自
ら
ゑ

「
少
子
」
と
よ

ん
で

い
る
か
ら
、
誘

が
弟

で
あ

れ
ば
異
腹

で
あ

ろ
う

が
、
十
三
歳
に
満
た

ぬ
訪

が
出
詠

で
き

た
と
は
考

え
に
く

い
。
順

の
兄
で
あ

っ
た
も

の
が
、
彼

の
近
江

へ

の
出
奔

に
よ

っ
て
、
ヒ弟

と
誤
ら
れ
た

の
で
は
な

い
か
。

菅
原
淳
茂

は
、
延
喜
九
年

(
九
〇
九
)
来
、
文
章
博
士

の
任
に
あ
り

、
こ
の

と
き

の
講
師
。
序
を
書

い
た
紀
在
昌
は
、
文
章
得
業

生
と
推
定
さ
れ
る

(延

長

六
年

〈
九

二
入
〉
三
月
廿
日
に
方
略
試
を
う

け
て

お

り

〈
『
類
聚
符
宣
抄
』
第

九
〉
、
得
業
生

の
在
位
期
間
七
年
以
止

の
規
定

〈
『
咽
本
紀
略
』
延
喜
十
三
年

五

月
四
日
〉
か
ら
考
え
て
、
ま
だ

得
業

生
か
)
。
大

江
朝
綱

は
、
延
喜
十

六
年

(九

一
六
)
に
文
章
得
業

生
と
な
り
《
二
十

二
年

に
策
を

へ
て
、
二
十
三
年

に
は
刑

部

少
丞
に
任

ぜ
ら
れ
て
い
た

く
『
公
卿
補
佐
』
)
。

菅
原
文
時

走
橘
在
列

は
、
学

生
の
身

で
あ

っ
た
ろ
う

か

(文
時

が
文
章
生
と
な

っ
五

の
は
、
承
平
三
年

〈
九

三
三
〉

で
あ
り

〈
『
朝
野
群
載
』
十
三
紀
伝
上
、
「
文
章
生
申
給
学
問
新
」
〉
、
延

長

の
初
年

〈
九

二
四
～
〉

は

「
内
御
書
所
」
に
伺
候
し
て

い
た

〈
『本

朝
文
粋

』

巻

六
、
奏
状
牢
〉

こ
と

か
ら
推
定
。
在
冽
に

つ
い
て
は
後
節
参
照
)
。

'

・
末
端
t

こ
だ

わ
る
よ
う
な
考
篭
で
気
が
ひ
け
る
が
、
こ

の
よ
う

に
み
る
な
ら

ば
凸
訪
な
る
入
物

が
、
・大
学
寮

の
学
生
で
あ

っ
た
と
考

え
る
の
が
自
然

で
あ

ろ

う
。
、
こ

の
訪
が
、
順

の
次
兄
と
す
れ
ば
"
彼
が
近
江

へ
と
去

っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

謎
と

い
う

ほ
か
な

い
。
.順

に
送

ら
れ
た
雁
書

に
は
、
身
を
立

て
名
を
あ
げ
え

ぬ

嘆

き
を
書

い
て

い
た
。
そ
の
兄

は
、
江
州

の
湖
上

に

あ

.っ
て

h
漁
戸
隻
開
」

」
(隻

11
攫
で
船

の
帆
〉
し

て
い
る
と

い
う
。
沈
淪

の
詩
的
表
現
で
あ
る
点
を
割

引

ズ
に
し

て
も

、
い
た
ま
し

い
抵
ど

の
落
差
で
あ
る
。
あ
る

い
慧
、
次

兄
H
訪

で
鳳
な

い
の
か
遇
知

れ
ぬ
の
だ
が
、
』順

に

「
淪
落
し
て
帰
ゐ
を
忘
れ
」
.た
兄
が

い
た
こ
と
は
動

か
な

い
。

父
攀

は
、
正
七
位
下
相

当
で
終

つ
た

か
ら
、
五
位
以
上

の
者
に
適
用
さ
れ
る

蔭

子
の
権
利
を
順
ら

の
世
代

は
え

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
祖
父
至
は
、
従

四
位

上
で
あ

っ
た
が
、
蔭
孫
た
り
う
る
た
め
に
は
、
三
位
以
上
で
な
け
れ
ば

な

ら

な
い
の
だ

っ
た
。
貴
族

の
特
権

の
埓
外
に
転
落
し
た
彼
ら
か
ら
す
れ
ば

、
・長

兄

が
叡
山

へ
登

っ
た

の
も
、
次
兄
あ
る

い
は
順

が
、
文
章
生
か
ら
官
人

へ
と

い

う
道
を
め
ざ
し
た

の
も
、
と
も
に
そ
う

す
る
ほ
か
に
術
の
な

い
脱
出

の
方
途
な

の
で
あ

っ
た
。二

父
攀

の
順

に
対

す
る
期
待

と
愛
情
と

は
、
二
兄

に
ま
し

て
大
き

い
も

の
が
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

「
余

は
先

人
の
少
子
な
り

、
恩
愛
諸

兄

に

過

ぐ
」
と

い

い
、

「
其

の

一
曲

の
陽
春
を
和

せ
し

め
ず
、
ロ
バ
三
余
を
寒
夜
に
守
る
を
戒
む
」

と
い
う

。
う
ら
ら

か
な
春
も
よ
そ
に
.
寒
夜
も
勉
学
に

い
そ
し
み
、
詩
文

に
よ

っ
て
身
を
立

て
よ
う
と
し
た

の
が
、
順

の
意
志
で
も
、
ま
た
父
の
方
針

で
も

あ

っ
た

の
で
あ
る
。
攀
順
父
子
に
は
、
馳
至

の
中

務
大
輔
、
そ
の
兄

弟

唱

の

右
大

弁
、
と

い

っ
た
漢
学

の
素
養
の
上
に
た

つ
官

人

コ
ー
ス
が
念
頭

に
え

が
か
れ

て

い
た

の
だ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
、
文
章
生
-
文
章
得
業

生
-
文
章
博
士
、
と

い

っ
た
学
儒

コ
ー

ス
が
夢
見

ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う

か
。

」王
統
流
と
い
う

こ
と
で
は
通
用
し
な

い
世
代

の
、
起
死

回
生

の
策
と
し
て
、

そ
れ
以
外

に
選
び

よ
う
も

な
い
方
途
と
し

て
の
詩
文

の
道
で
は
あ

っ
た
が
、
時

代

は
変
り

ρ
つ
あ

っ
た
。

菅
原
道
真

の
配
流
事
件

(
昌
泰
三
年

〈
九
〇

一
〉
)

が
典
型
的

に
象
徴
す
る
よ
う
に
、
文
章
生
出
身
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
栄
位
栄

達

が
可
能

で
あ

っ
た
時
代

か
ら
、
家

柄
が
も

の
を
い
う

時
代

に
変

り

つ
つ
あ

っ

た
し

、
学
儒

の
世
界
で
は
、
す
で
に
世
襲
化

と
そ
れ
に
伴

な
う
学
閥

の
形
成

が

始
ま

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

,
一3
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.
順
が
誕
生
し
た

の
は
、
延
喜
十

一
年

(
九

一
一
)

で
あ

っ
た
が
・

そ
れ

に
先

立

つ
延
喜
三
年

(
九
〇
三
)
に
菅

原
道
真
が
五
十
九
歳

で
、
延
喜
十

二
年

(九

一
ご
)
に
は
中
納
言
紀
長
谷
雄

が
六
十

八
歳

で
、
延
喜
十

八
年

(
九

一
八
)
に

は
参
議
三
善
清
行

が
七
十

三
歳

で
没
し

て
い
る
。
寛
平

・
延
喜

の
漢
文
学
を
そ

れ
ぞ
れ
に
支
え
た
ト
リ
オ
で
あ
り

、
文
人

で
あ
り

か
つ
律
令
官
人
的
政
治
家

で

あ

り
え

た
最
後

の
世
代
と

い
え
よ
う

か
。
道
真
は
さ
て
、
紀
長
谷
雄

は
、
下
級

官
僚
階
級

(
父

は
弾

正
大
忠
正
六
位
貞
範
)
出
身
で
あ
り
、
清
行
も
、
受
領
階

級

(
父

は
淡
路
守
従

五
位
下
氏
吉
)
出
身
で
あ

っ
た
。

ひ
と

つ
の
時
代
が
過
ぎ
.つ
つ
あ

っ
.た

の
で
あ
る
。
攀
順

父
子
の
選
択
と
努
力

と
に
は
、
「過
ぎ

去
る
前
代
に
よ

っ
て
育
ま
れ
た
夢

が
あ

っ
た
し

、
そ
れ

に
す

が

る
以
外
に
、
順

の
将
来

へ
の
展
望
は
夢
見
ら

れ
な
い
の
で
あ

っ
た
。

か
け
ち
が

っ
た
ボ
タ

ン
の
よ
う

に
、
こ
ん
な
は
ず

で
は
な

い
と
思

い

っ
つ
も
、
時
代
に
よ

り
す
が

っ
て
生
き
る
ほ
か
な

か

っ
た
と

こ
ろ
に
順

の
生
涯

の
不
幸

が
あ

っ
た
。

あ
ふ
れ
る
ば

か
り
の
才
覚

と
醒

あ
た
自
意
識
と
を

か
か
え
、
不
遇
意
識
に
苛
ま

れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
卑
屈

に
時
代

に

つ
き
し

た
が
う

よ
う

に

生

き

た

生
涯

と

、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
生

み
だ
さ
れ
え
た
と
考
え
る
ほ

か
な

い
、
正
統
な
ら
ざ

る
、
異
端

の
翳
り
を

お
び
た
作

品
の
数

々
。
順
に
と

っ
て

の
不
幸

な
時
代

と
の

出
会

い
が
、
生
涯

の
始
発
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し

て
お
こ

・つ
。

三

若
き
順
は
、
元
慶

五
年

(
八
八

一
)

に
、
藤
氏

の
勧
学
院

に
な
ら

っ
て
創
建

さ

れ

(『
本
朝

文
粋
』
巻

五
、

「
為

二在
納
言

一
〈
在
原
行
平
〉
請
レ
建
二
立
奨
学

館

鰰
状
、
高

五
常
」
)
、

昌
泰

三
年

(
九
〇
〇
)
に
大
学
寮
南
曹
と
し
て
認
可
さ

れ

た

(『
日
本
紀
略
』
、
昌
泰
三
年
九
月
某
日
)
、
王
氏
出
身
者

の
た
め

の
別
曹
・

奨
学
院

に
入
学
し

た
。
`

.・別
曹

と
い
う

の
は
、
犬
学
寮

の
付
属
機
関
で
あ
り
、

一
門

の
学
生
に
衣
食

を

与
え

、
寄
宿
さ

せ
、

一
族

の
子
弟
を
大
量
に
送
り
こ
む
こ
と
に
よ

っ
て
宀

一
族

の
官
界
進
出

の
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
存
在

で
あ
り

、
荘

園

一
食
封

な
ど
、
大

学
寮
と

は
別
に
独
自

の
経
済
的
基

盤
を
も

っ
て

い
た
。
学
生

は
別
曹

に
寄
宿
し

つ
つ
、
卩大
学
寮

学
生
と
し

て
、
大
学
寮

で
講
義

・
試
験
を
う
け

た
わ
け

で
あ

る

(
桃
裕
行

『
上
代

学
制

の
研
究
』

・
久
木
幸
男

『
大
学
寮

と
古
代
儒
教
』
)

大

学
寮

入
学
年
齢

は
、
古
く
諸

王
お
よ
び

五
位
以
上

の
子
孫

で
十
歳
以
上

の

者

の
入
学

を
強
制
し

た
勅

(『
日
本
後
紀
』
宀

大

同

元

年

〈
八
〇

六
〉
六
月
十

日
)

が
目
安

に
な
る
が
、

「
勧
学
院

の
雀
、
蒙
求
を
さ

へ
つ
る
」
(
『
宝
物
集
』
)

の
句

か
ら
も
知
ら
れ

る
よ
う

に
勧
学
院

に
は
、
学
生
予
備
群
と
も

い
う

べ
き
年

少

の
学
生

た
ち
も
学

ん
で

い
た
。
事
務
組
織
に

い
た
る
ま
で
多
く
を
勧
学

院
に

な
ら

っ
た
奨
学
院

に
も
、
小
学
生

が
い
た
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う

⑩
あ
る

い
は

順
も
ま
た
十
歳
に
満
た
ぬ
こ

ろ
か
ら
学
び
、
大
学
寮
学
生

へ
の

道

を

歩

ん
だ

か
、
と
想

わ
れ
る
。

順
が
奨
学
院
に
籍
を
お

い
た
明
証
は
、

「
昔

は
是
れ
南
曹

に
雪
を
聚

む
る
の

生
」
(
『
文
粋
』
巻

九
、
「
夏
日
陪

三
右
親
衛
源
将
軍
初
読

二論
語

こ
)
と

か
、
「
奨

学

院

の
娵
生
源
順
」

(『
文
粋
』

巻

八
、

「
晩
秋
遊

二淳
和
院

一同
賦
盖
波
動
二
水
中

山

二
)

な
ど
、

順

自
身

の
語

る
と
こ
ろ
で
あ
ゐ
。

天
暦

五
年

(
九
五

一
)
十

月

、
和
歌

所
寄
人

と
な

っ
た
時

κ
適
、
「
学
生
源
順
」
(
西
本
願
寺
本

『
順
集
』

m
)

で
あ

っ
て
、
天
暦
七
年
十
月

四
十
三
歳
で
よ
う
や
く
桂
を
折
り
文
章
生
と

な

る
と
き
ま

で
、
約
三
十
年
、
.,奨
学
院
に
あ

っ
た
も

の
と

み
ら
れ
よ
う

。

長
年
月

の
闖
に
、
順
は
し
だ

い
に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
奨
学
院
を
代
表
す

る

学
生
と
な

っ
て
い
た
。
「晩

秋
遊
一一淳
和
院

讐同
賦
蕊
波

動
二水
中
山

こ

(『
文
粋
』

巻

八
)

の
詩
序
で
は

「
時
に
吾
が
党

の
才
子
十
右
余
輩

、
南
曹

の
二
窗

(
勧
学

榊4榊



院

と
奨
学
院

。
と
も

に
大
学
寮

の
南

に
隣
り
あ

っ
て
い
た
)
を
出
で
て
貸
西
京

の

一
洞
に
入
る
。
名

は
遊
覧

な
り
と
雖
も

、
実

は
文
章
を
闘

は
し

む
。
勧
学
院

の
鴻
才
藤
懃

、
忽
ち
妙
句

を
賦

し
、
奨
学
院

の
輙

生
源
順

、
聊

か
大
綱
を
記
す

と
爾
云

ふ
」
と
述

べ
る
。
こ
の
詩
序

は
、
彼
が
人
生

の
明
る
み
に
出

る
以
前

の

文
章

の
ひ
と

つ
と
し

て
注
目
さ
れ
る
が
、
順
が
奨
学
院

を
代
表
す

る
学

生
で
あ

っ
た
面
影
が
う
か
が
わ
れ
る
。

別
曹
は
、
勧
学
院

の
別
当
が
藤
原
氏

の
氏
長
者

で
濁

っ
た
よ
う

に
、
伺
族
結

合

の
象
徴
と
し

て
の
役
割
を
も

っ
て

い
た
が
、
王
族

出
身
者

の
宴
席
で
は

「
座

に
満

つ
る
者

は
天
枝
帝
葉

噛

一
に
庸
流
に
非
ず
。
智

を
闘
は
し
毒
為
者

は
琢
玉

練
金
。
皆
是
れ
偉
器
な
り
。
道

の
光
華

、
斯
に
在
ら
ず

や
」
(
『文
粋
』
巻

八
、・

「
早
春
於

二奨
学
院

一
同
賦
春
生
霽
一一
生
中

こ
)
と
詩
序
に
草
す
。
あ
る

い
は
こ

の
文
章
も
奨
学
院
時
代

の
も

の
か
と
も
思

わ
れ
、
王
氏

一
族

の
文
人
と
し
て
活

躍
し

は
じ
め
た
さ
ま

が
う

か
が

わ
れ

る
。
華
や
か
な
詩
宴

の
次
第
を
序

す
る
文

章

か
ら

、
個
人

的
感
慨
を
読

み
と

る
こ
と
は

む
つ
か
し

い
が
、
先

祖

の
栄
光

と

矜
恃
を
思

い

つ
つ
、
志
得

ぬ
学
生
と
し
て

の
今
の
屈
辱
と

の
間
で
切
り
裂

か
れ

て
い
る
順

の
姿
を
想

わ
ざ

6
を
え
な

い
。

と
こ

ろ
で

『
う

つ
ほ
物
語
』
で

は
、
勧
学
院

の
西
曹
司
に

い
て
苦
学

す
る
藤

す
ゑ
ふ
さ

原

の
季
英

、
字
藤
英
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。
な
か
で
も

「
ま

つ
り

の
使
」

の

巻

で
は

、
少
童

・
雑
色

・
院
司

・
か

い
ど
り

(
鎰
取
か
)

・
さ
う

と
'う

し

じ

(
曹
頭
進
士
)
と

い

っ
た
人

々
が

入
れ

か
わ
り
登
場
し
て
興
味
潔

い
勧
学
貌

風

ぜ
ま

景

の

一
齣
を
繰
り
展
げ

て
い
る
。
そ

の

「
は
か
り
な
く
窮
り
て
、
院

の
う

ち
に

す
げ

な
く
」
さ
れ
、
み
す
ぼ
ら
し

い
姿
の
藤
英
が
、
正
頼
邸
で
の
七
夕

の
詩
宴

で

は
か
ら
ず
も
面
目
を
施
す
場
面
が
あ
る
。
藤

英
は
、
正
頼

の

「
誰

が
後
と
し

て
、
誰
が
し
き
に
侍
る
学
生
ぞ
」
と
の
憫

い
に
対

t
て
、
・
「
遣
唐

の
大
弁
諏

む

ふ

や

か
げ

の
朝
臣

の

一男

止
し
て
、
料
錫
は
れ
る
文
屋
わ
ら
は
に
侍
り

。
な
む
か
げ

の
左
大
弁
、
参
議
に
侍
り
し
程
、

つ
は
も

の
の
た
め
に
命
終
り
、
兄
弟

遠
く
,

か
ば
ね

遺

る
姓
な
く
滅

び

は
て
て
、
季
英

一
人
な

む
、
か
れ

が
後
と

て
侍
る
。
三
月

の

哀
憐
し

、
詠
歌
す

る
と
も

が
ら
、

一
生

一
入
な
し
。
七
歳

に
て
入
学
し
て
、
ご

ざ
う

と
し

は
三
十

一
年

、
そ

れ

よ
り

い
く
そ

は
く

、
ま
な

こ
の
抜
け
、
臓

の
尽
き

む

ご

を
期

に
定

め
て
、
大
学

の
窓

に
光

ほ
が
ら
か
な
る
朝

は
ま
な
こ
も

か
は
さ
ず
ま

ぼ
る
四
光

を
閉

ぢ

つ
る
夕

は
く
さ

む
ら

の
ほ
た
る
を
集
め
、
,
冬
ほ

雪

を

集

へ

て
、

へ
や
に
集

へ
た
る
こ
と

、
年

か
さ
な
り

ぬ
し

く
角
川
文
庫
本
に
よ
る
)
と

啓

え
て
い
る
。

『
、つ
つ
ほ
』
順
作
者
説

に
は
い
か
に
も

ふ
さ

わ
し

い
と
之

う
だ

や
か
ら

が
、
、
「
父
母

・
う

ち

・
族
」
を
失

つ
た

孤
独

の
藤
英
が
、
七
歳
で
入
学
し

て
か

ら
呻
吟
す
る
こ
と
三
十

一
年

(
前

に

「
年
三
十
五
」

と
い
う
紹
介

が
あ

う
て
矛

盾
し
て

い
る
が
)
、
入

々
の
蔑

み
と
迫
害

に
も

か
か
わ
ら
ず

い
ま
脚
光

を

あ
び

る
彼
は
、
さ
ら
に
言
葉
を

つ
い
で

「
し

か
あ

れ
ど

、
当
事

の
博
士
あ

は
れ
浅
く

貪
欲
深
く
し
て
、
料

給
は
り
こ
と
し

二
十
余
年

に
な
り

ぬ
る
に
、
ひ
と

つ
の
し

つ
は
も
の

げ
ふ

む
ね

く
ま
だ
か

す
な
ど

き
当
て
ず

、
兵

を
業

と
し

て
、
悪
を
旨
と
し

て
、
角
鷹
狩
り
、
漁
り
に
進

め

し

そ
く
ろ
う

る
者

の
、
昨

日
今

日
入
学

し
て
く
ろ
し
あ

か
し

の
さ
と
り
な
き
が
、
贖
労
た

い

つ
い
で

ま

つ
る
を
、
序

を
越

し
て
、
季
英
多
く

の
序
を
過
ぐ
し

つ
」
と

h
紅

の
涙
を
流

し
て
」
訴

え
る
の
だ

。
戯

画
化

さ
れ
、
誇
大
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
か
え

っ
て
、
藤

英
の
姿

と
言
葉

の
背
後

に
、
こ
の
物
語
作
者

の
苦
し

い
自
画
像
を
認

め
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。.・そ
ゐ

て
、

そ
れ

が
順

の
そ
れ

で
あ
「っ
て
も

い
う
こ

う

に
お
か
し
く
な
い
こ
と
を

、
こ
こ
で
は
示
唆
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

四

.

奨
学
院

に
寄
宿
す

る
大
学
寮

の
学
生

で
あ

る

一
方
で
、
早
く
か
ら
源
高

明
と

そ
の
周
辺
に
近
侍
し

、
将
来

に
わ
た

っ
て
そ

の
庇
護
を
う
け
る

べ
き
立
場
に
あ

り
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
ゆ

・
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.「
戸
部
郎
中

、(
民
部
丞
)
順

は
、
本

亜
相

(大
納
言
)

の
僕

夫
な
り
っ
執
綺

(
泊

い
か
と
り
と
綾
ぎ

ぬ
の
美
服
)
露
を
払
ひ
て
、
者

鳳
久
し

く
竹

馬
の
鞭
を

執
り
、
鬢
髪
霜
な
ら

ん
と
欲
し
て
、
今

猶
ほ
花
鳥

の
席

に
陪

せ
り
」

(『
文
粋
』

巻
十
、

「
三
月
三
日
於
二
西
宮
池
亭

一同
賦
二
開
花
巳
匝
7
樹

応
レ
教
」
)
と

、、
後
年

(
応
和

二
年

〈
九
六

二
〉
か
三
年

)

の
順

は
述
懐

す
る
が
、
ま

だ

「
わ
が
お
と

茸
の
き

み
」
(
『
順
集
』

2
、「
天
暦

二
入
九
四
八
〉
～

穴
年

め

ご

と
〉
と

か
、

「
み
や
に
は
お
も
と
び

乏
入
人
が
う

ち
に
て
さ
ぶ
ら
ひ
し

ひ

と

な
り
ト

(『
順

集

』
爛
、
天
禄
三
年

〈
九
七

二
〉
八
月
十
八
日
の
高

明
葛
野

山
荘

で
の
歌
合
と

推

定
さ
れ
る
序

文
)

と
か
の
言
葉

も
み
え
て
い
る
。

源
高

明
は
延
喜
十

四
年

(九

一
四
)

に
誕
生
し

た
が
、
順

は
時
に
四
歳
、
そ

の
高

明
と

「
昔

は
久
し
く
竹
馬

の
鞭
を
執
り
」
と

い
う

の
は
、
順

の
意
志
で
あ

る
よ
り
、
順

一
家

が
、
家
系
上

の
近
さ

か
ら
近
傳
七

て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な

い
。

祖
父
至

の
兄
弟
唱

の
女

(
父
攀
に
は

い
と
こ
北
あ
た
る
)
は
、
醍
醐
後
宮

に

入
り
、
近
江
更
衣
周
子
と
し

て
、

男
宮
三
入
、

女
宮

四
人

(『
本
朝
皇
胤
紹

運

録
』
.
『
皇
胤
系
図
』
)

を
生

ん
で

い
る
。尸
時
明
親

王

・
盛
明
親

王

・
勤

子
内
親

王

.
都
子
内
親
王

(
『
皇
胤
系
図
』
で
は
敏

子
内
親

王
)
・
雅

子
内
親

王

・
源
高

明

・
源

兼
子
の
七

人
で
あ

る
。

順

の
母
は
、

『
和
名
類
聚
抄
』

の
序
文

に
よ

れ

ば

、
「
延
長
第

四
の
公
主
」

忙
、
女
房

と
し

て
出
仕
し

て
い
た
ら
し

い
。

「
第
四

の
公
主
」
と
は
勤
子
内
親

王
の
こ
と

で
あ

る

(周
知

の
こ
と
で
あ
る
が
、

『
貞
信
公
記
抄
』
幽
〈
天
慶

元
年

《九
三
八
》
±

月
吾

〉
に

「吾

露

震
・
膏

●
平
野
祭

解

親
王

薨
」
と
あ
り
、
同
十

二
月
廿

一
日
の
師
輔

の
《
大

江
朝
綱

に
よ

っ
て
書

か
れ

た

願

文

〈
『
願
文

集
』
七

、
『
大

日
本
史
料
』

一
の
七

所
引

に
よ
る
〉

の
文
章
に
も

「
第

四
公
主
」

と
あ

る
。

『
紹
運
録
』

が
勤
子
内
親

王
を
同

日
の
薨
ど
し
な
が

ら
第

五
皇
女

に
位
置

せ
し

め
、

『
・一
代
要
記
』
が

「
第

八
皇
女
」
と
す
る

の
は

誤
り

で
あ
る
)

/

,

つ
ま

り
、

「
僕

の
先
人

は
幸

に
公
主

の
外
戚
を
忝
な
う
」
し
、r・
「僕

の
老
母

し
た
が

も
亦

公
主

の
下
風

に
陪

へ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
父
は
外
戚
と
し
て
血
縁
的

に

繋

が
り

、
母
は
女
房
と
し

て
仕
え

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
勤

子
内
親

王
が
誕
生

し
た

の
は
、
延
喜

四
年

(九
〇

四
y
と
推
定
さ
れ
て
お

70

(
岡
田
希
雄

「
和
名

類
聚
抄

選
進

切
年
代
に

つ
い
て
」
、
・『
国
文
学
誌
』

昭

7

・
2
)
、

と

す
れ
ば
順

よ
り
電
歳
年
長

で
あ
り
、
高
明
は
三
歳
年
少
で
あ

っ
て
、・
そ

の
高

明
と
は
竹

馬

の
友

と
も

い
う

べ
き
幼
な
き

日
か
ら

の
機
線
に
よ

っ
て
結
ば
れ
て

い
た
こ
と
を

考
え
あ

力
せ
る
と
A
順

の
母
親
が

一
介
の
女
房
と
七
て
内
親

王
に
仕

え
て
い
た

と
は
想
吻
れ
な
い
し
、
順

の
高
明
と

の
近
し

さ
も

、
乳
母
的
な
そ
れ
に
返

い
関

係

の
も

の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

後

の
西
宮

左
弐
臣
た
ゑ

咼
明
が
住

ん
だ

西
の
宮
と

は
、
本
節
前
引
西
宮
池
亭

で
の
詩
停

に
」「
永
寧
坊

の
中

に

一
仙
宮
あ
り
。
風
煙

幽
奇

に
し

て
、
水
石
清
麗

な

り
。
東

に
は
剔

ち
延
喜
之
長

公
主

(
高
明

の
姉
都
子
内
親
王
で
あ

ろ

う
)
、

錦
を
巻
き

て
珠
簾
を
垂
る
。

西
に

は
亦
応
和

の
大
納
言
、
月
台
を
建

て
て
花

閣

を
排

け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
寧
坊
す
な
わ
ち
四
条

西
に
あ
り
、
「
四
条

北
、

朱
雀

西
、
宀口同
明
御
子
家
」
(
『
拾
芥
抄
』
諸

名
所
部

)
な
の
で
あ

っ
た
。
右

の
文

章
は

さ
ら
に
古
老

の
言
と
し
て
、
こ
の
地
の
本

主

(昔

の
持
主
)

が
、
富

み
奢

っ
て
、

.「
巌
を
買
ひ
て
山
と
為
し

、
塩
を
浸
し

て
海
と
成
し
」
た
も

の
で
あ
る

と
述
べ
る
。
実

は
こ
の
話

は

『
今
昔
物
語
集
』
巻

二
十

六
の
十
三

「
兵
衛
佐

上

緒

の
主

、
西
の
八
条

に
於

い
て
銀
を
見
得
た
ゐ
語
」
お
よ
び

『
宇

治

拾

遺

物

語
』
巻
十

三
の

一

「
上
緒

の
主
金
を
得
る
事
」
と
同
内
容

の
伝

承
を
さ
す
の
で

あ

ろ
う
。
『
今
昔
』

に
よ
れ
ば
、
「
本
主
」
上
緒

の
主

の
土
地
を
、
そ
の
南

町
に

住

む
大
納
看
源
定
が
買

い
と

っ
て
、
南

北

二
町
と
し
充
も
の
で
あ

っ
て
、
今

の
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西

の
宮
と

い
う

の
は
こ
れ
で
あ
る
、
と

い
う

。
・

定
は
、
勤
子

・
高
明
ら
に
は
、

母
方

の
曽

祖
父

く
4
周
子
↓
唱
↓
定
)
、
順

に
は
、
父
方

の
曽
祖
父

(
↓
攀
↓
至
↓
定
Y
に
あ
た
る
わ
け
で
あ

っ
た
。
そ
し

て
既

に
岡

田
希
雄
氏

(
前
掲
論
文
)
に
よ

っ
て
論
証
さ
れ
て
.い
る
よ
う

に
、
勤

子
は
、
こ
の
西
の
宮

の

一
角

に
住

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
み
る
な
ら
ば
、
順
ら

は
、
同
族
結
合
的
な
誼

で
、
西

の
宮

の
勤

子

・
高

明
ら

に
近
侍

し
て
い
た

の
で
あ

っ
て
、
後

の
順

の
生
涯

の
浮
枕
が
ハ
高

明
の
運
命

と
大
き
く
か
か
わ

っ
て
い
た
よ
う

に
、
高
明

一
門
と

の
、
血
縁
的
に

も
定
め
ら
れ
た
出
会

い
が
、
順

の
生
涯

の
、
い
ま

ひ
と

つ
の
運
命
的
な
基
点
で

あ

っ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

順
が
、
勤
子
内
親
王

の
教
命

に
よ

っ
て

『
和
名
類

聚
抄
』
を

選

進

し

た

の

は
、
承
平
年
間
、
順

二
十
代
前

半

の
こ
と
で
あ
る
。

岡

田
希
雄
氏

(
前
掲
論
文
)
は
、

承
平
四
年

(
九
三
四
)
、
川

瀬

一
馬

氏

(
『
古
辞
書

の
研
究
』
)
は
、
承
平
初

年
と
推

定
す
る
。
根
拠
と

な

る

の

ほ
、

①
、
序
文
に
み
え
る
醍
醐
上
皇

の
崩

御

(
延
長
入
年

九
月

二
九

日

〈
九

三
〇
〉
)

以
後

(↓
)
、
②
、
勤
子
内
親
王

の
薨
去

(
天
慶

元
年

入
九
三

八
〉

十

一
月

五

日
以
前

(
↑
)
、
③
、
序
文
に

「僕

の
老
母
」
と
あ
り
、
'
順

の
母
の
生
存

が
わ

か
る
か
ら
、
そ

の
母

の
死
去

(
承
平
五
年

〈
九
三

五
〉
秋

、
「
五
嘆
吟
#
序
」
)

以

前

(↑
)
と
な
り
、
承
平
年
間
に
限
定
さ
れ
る
。
齟な
お
④

、

「
醍

醐
山
陵

の

雲
愁

へ
水
咽
び

て
よ
り
、
永
く
魏
闕

(
宮
廷
を

い
う

)

の

月

を

辞

し
」

と
あ

り
、
醍
醐
崩
御
ま
も
な
く
と

は
考
え

ら
れ
な

い
八
↓
)
。
ま
た
、.
⑤

、
『
貞
信

公

記
抄
』

の
承
平

二
年

(
九
三

二
)

三
月
七
月
の
条

に
は

≒
従

丑
時
許
、
女

四
宮

,焼
亡
」

の
記
事
が

み
え
、
こ

の
火
災
が
ど

の
程
度

の
規
模

の
も

の
か
わ
か
ら

ぬ

が
、

『
和
名
抄
』
が
既

に
選
進
さ
れ
て
勤

子
の
手
許

に
あ

っ
た

と
し
た
ち

、
,灰

燼
に
帰
し
て
伝
存
し
な
か

っ
光

筈
で
は
な

い

か

(↓
)
。
⑤

は
論
拠
と
し

ズ
は

,や

や
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
私

見
で
は
、
承
平
三
、
四
年
、
・順

二
十

「三
陸
四
歳
…頃

の
選
進
と
み

て
お
き
た

い
。

と

こ
ろ
で
、
こ
の

.『
和
名
抄
』

の
選
進

は
、
順

の
文
学
的
生
涯

の
な
か
で
、

ど
の
よ
う

な
意
味
を
も

っ
て
い
た
だ

ろ
う

か
。
-

こ
こ
で
は
、
序
文

に
語

ら
丸
る
著
作

の
機
縁

か
ら
う

か

が

わ

れ

る
・「『
荊
名

抄
』
・の
性
格
を
め
ぐ

っ
て
、
諸

家

の
論
を
参

照
し

つ

つ
、
問
題

に

一
暼
を
加
え

る
に
と
ど
め
た

い
。

、
父
醍
醐
上
皇

の
崩
後
、

「永

く
魏
闕
の
月
を
辞
し

、
奏
箏

の
塵
を
払

わ
ず
」

と
あ
る
よ
う
に
馬
宮

中
を
出

た
勤

子
内
親

王
は
、
父

帝

か
ら
教
授
を
う
け

た
箏

へ

に
親
し
む
こ
と
を
断

?
た
。
彼

女
は

『
奏

箏
相
承

血
脈

』
や

『
河
海
抄
』

(
巻

六
、
明
石
)
に
そ
の
名

を
見
出

す
よ
う

に
箏

の
名

手
で
あ

っ
た
ら
・し

い
ゆ

そ
の

幽
閑
を
慰
め
た

の
が

「書

画

の
戯
」
で
あ

っ
た
、
と

い
う

。
だ

が
、
書
道

に
、習

た
つ

熟

す
る
に
及
ん
で

「
予
め
万
物

の
名
を
訪
ね
る
」

と

い
ヴ

こ
と
が
お
こ

っ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
よ
う
な
疑
問
に
答

え
て
く
れ
る
に
ふ
さ
わ
し

い
辞
書

が

な

い
。
だ

か
ら

「
汝
彼

の
数
家

の
善
説
を
集

め
て
、
我

を
し
て
文

に
臨

み
て
疑

ふ
と

こ
乃
な

か
乃
七
め
よ
」
・と

い
う

の
が
「
教
命

の
犬
要

で
誘

っ
充
。二

!

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る

の
は
、
第

一
に
、

『
和
名

抄
』

が
、
ま

さ
に
漢
語

に
あ

.ら

の
れ
喝
乏

こ
ろ
の
入
も

の
0
名
〉
を
日
本

語
で
明
ら
か
に
↓

A
・
そ
九
を
類
聚

す

る
之
と
が
も
と
め
ら
れ
て

い
る
こ
之
で
あ
る
。

第

二
は

州
右

に
関
連
す
る
ζ
と
だ

が
、
「
従

っ・て
こ
め
書

は
、
・
「
風
月
の
興
」

に
備
え

る
た
め

の
も

の
で
は
な
ぐ
、
.
「
世
俗

の
疑
験
.を
決
す
る
た
め

の
も
の
で

,あ

る
と

い
う

ζ
と
で
あ
る
。
、漢
文
学

の
盛
行
に
よ

っ
て
拡
が
、っ
て
き
て
い
た
で

あ

ろ
う

文
化
的
低
階
層

の
要
求
に
応
え
る

べ
き

啓

蒙
的
性

格
が
も
と
め
ら

れ
て
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い
る
わ
け
で
あ
る
。
,

第
三

に
は
、
内
親

王
が

「
我
を
し

て
文
に
臨

み
て
疑
ふ
と

こ
ろ
な
か
ら
し

め

よ
」

と
い
う
と

き
、
そ
の

「
文
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
ろ
う

か
、

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
第

二
か
ら
考
え

て
も
、

「
風
月

の
興
」
た
る

べ
き
文

章

に
限
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま

い
。

こ
の
点

に
つ
い
て
、
川

口
久
雄
氏
は

〈
こ
の

辞

書
は
明
経
道

や
文
章
道

の
学

生
た
ち
が
本
格
的
な
漢
文
漢
詩

の
勉
強
を
す
る

た
め

の
参

考
書

と
し

て
編

ま
れ
て
い
な

い
、
さ
ら

に
い
え
ば

四
書
五
経

・
三
史

文

選
な
ど
の
学

習
の
た
め
に
役

立

つ
漢
和
字
書
で

は
な
く
し

て
、
唐

の
通
俗
な

民
間
の
読
物

か
、
さ

も
な

け
れ
ば

、
わ
が
国

の
通
俗
な
古
小
説
や
説
話
文
学
-

真
名
体

す
な
わ
ち

一
種

の
変
体
漢
文

で
苦
心
表
記

さ
れ
た
古
物
語
を
訓
釈
し
解

読

す
る
た
め
の
役
目
を
す

る
も

の
の
よ
う

に
思

わ
れ
る
〉

(『
平
安
朝

日
本
漢
文

学
史

の
研
究
』
第
十

四
章
)
と
述

べ
、
阪
倉
篤
義
氏
は
、

〈
こ
こ
に

「
文
に
臨

み
て
」
と

い
う
際

の

「
文
」
は
、
ひ

ろ
く
漢
字
で
書
か
れ
た
書
物

一
般

を
さ
す

の
で
あ

ろ
う
。
大
陸

か
ら
舶
載

の
仏
書

・
史
譚

・
伝

記

の
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、

わ
が
国
で
創
作
さ
れ
た
説
話
や
古
物

語

の
類
ー

も
と
、
そ
れ
ら

は
、
た
と

え
ば

「
柘
枝
伝
」
や

「
浦
島

子
伝

」
の
よ
う

に
、
漢

子
を
も

っ
て
書

か
れ
た

の

で
あ
る
し
、
勤

子
内
親

王
ほ
ど
の
教
養
あ

る
女
性
な
ら
ば
、
そ
れ
に
親
し
ん
だ

こ
と
は
十
分

に
想
像

で
き
る
ー
を
味
読
す
る
た
め
に
も
、
こ
う

し
充
漢
和
対

訳

辞
書

が
必
要
だ

っ
ゐ

の
で
あ
る
〉
(
『
諸
本
集
成
倭
名

類
聚

抄

〔
索
引
篇
〕
』
解
題
)

と
述

べ
る
。

川

口
氏

の

〈
唐

の
通
俗

な
民
間

の
読
物
〉

〈
わ
が
国

の
通
俗
な
古
小
説
や
説

話
文
学
〉

の
た
め
の
辞
書
と

い
う
想
定
、
あ
る

い
は
阪
倉
氏

の

〈
大
陸

か
ら
舶

ヘ

ヘ

ヘ

へ

載
〉
以
下
の
想
定
が
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
、
引
く
辞
書
と
し
て
固
有
に
機
能

　

し
え
た
か
、
と

い
う
段
に
な
る
と
疑
問

が
残

る
が
、,
両

氏
の
想
定
を
も
満
た
す

べ
き

一
階
梯

と
し

て
の
機
能
を
も

つ
て
い
る
こ
と

は
確

か
で
あ

ろ
う
し
、
内
親

王
の
い
う

「
文
」

が
、
本
格
的
詩
文
と

い
ヴ
よ
り
、
阪
倉
氏

の
い
わ
れ
る
よ
う

・

に
よ
り
広

い
拡

が
り

の
中

で
用

い
ら
れ

て
い
る
こ
と

は
動
く
ま

い
。

菅

た
と
え
ば
試
み
に

「
白
箸
翁
」

「
富
士
山
記
」

「道
場
法
師
伝
」

な
ど
に
み
え
る

名
詞
が
、

『
和
名
抄
』
に
ど
の
程
度
採
録
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
の
採
録
語
彙
に
な
ん

ら
か
の
特
色
牲
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
調
べ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、

特
色
あ
る
有

効
性
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

だ
が
こ
の
結
果
は
、
右
の
想
定
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
想
定
を
も
ふ
く
め
た
漢
語
語
彙
に
和
名
を
施
し
、
類
聚
す
る

と
い

っ
た

『
和
名
抄
』

の
啓
蒙
的
性
絡
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
で

あ
ろ
う
。

二
十
代

前
半

の
若

き
順

が
、
こ
の
よ
う
な
教
命

に
、
長

か
ら
ざ
る
期

間
に
編

纂
執

筆
し
え
た
と
こ
ろ
に
、
順

の
資
質
と
そ

の
文
学
的
将
来
と
が
予
告
的
に
顕

現

し
て

い
る
と
も

み
え
よ
う
。
百
科
全
書
的

ペ
ダ

ン
テ
ィ
ス
ト

の
面
影
、
新

た
、

な
文
化
的
階
層

へ
の
啓
蒙
家
的
面
影
、
字
訓
詩

・
廻
文
詩

・
雙
六
盤
歌

・
あ
め

つ
ち

の
歌

な
ど

の
技
巧
的
な
詩
歌
を
生

み
出
す
言
葉

の
魔
術
師

的
面
影

な
ど
な

ど

で
あ
る
。,
正
統
、
本

格
的

エ
リ
ー
ト
た
り
え
ず

、
詩
文

の
才

が
政
治

の
場
で

の
現
実
的
有

効
性

を
喪
失

し

つ
つ
あ

っ
た
時
代

に
、
言
葉

に
よ

っ
て
生
き
よ
う

と
す
る
文
学
者

の
運
命

の
、
こ
れ
ま

た
原
点
的
座
標
を
占

め
る

も

の

で

あ

っ

た
、
と
評
す

る
こ
と
が

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

と
こ

ろ
で
、
ゴ後
半
、
和
歌
所
寄
人
に
順

が
え
ら
ば

れ
る
こ
と
と
か
ら

め
て
、

『
和
名
抄
』
が
、
師

輔
夫
人
と
し
て
の
勤
子
内
親

王
に
奉
ら

れ
た
の
だ

、
と
す

る
山

口
博

氏
の
説

(『
王
朝
歌
壇

の
研
究
-
村
上
冷
泉
円
融
朝
篇
气

「
源
順
論
」)
が

あ
ゐ
。
和
歌
所
寄
入

へ
の
師
輔

の
推
挙
は
考
え
ら
れ
て
よ

い
こ
と
で
あ
る
が
、

師
輔

と
勤
子
内
親
王
と

の
結
婚

時
期

に

つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た

い
。
そ
れ
は

『
一
代

要
記
』

に

「
天
慶

元
年
配
中
納
言
」
と
あ
り
、

屡

歌
作
者
難

』
に
も
爽

、罫
嶬

編
.罫

難

磐

天
箋

順

容

}
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九
条

止
可
観

、
先
帝
鐘
愛

、
教
鼓
琴
之
妙

、
配
右
大
臣

、
于

時

権

中

納
言
左
衛
門

督

L
と
あ
り
、
師

輔
が
権

中
納
言

左
衛
門
督

で
あ

っ
た

時

期

は
、
天
慶
元
年

(
九
三
八
)
六
月
廿
三
日
に
権
中
納
言

に
任

ぜ
ら

れ
、
九
月
三

日
に
左
衛
門
督

を
兼
ね
て

お
り
、
天
慶
五
年
三
月
廿
九
日
に
大
納
言

と
な

っ

て

い
る

(
『
公
卿

補
任
』
)
。
勤
子
内
親
王

は
、
天
慶
元
年
十

一
月
五
日
に
薨

じ
て

い
る
か
ら

、
、師

輔

と
の
結
婚

生
活

は
ま

こ
と

に
短

か
い
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
に

師
輔

三
十

一
歳

、
勤

子
三
十

五
歳

。
こ
の
年
齢

か
ら
す
れ
ば
、
疑
念
も
湧
か
な

い
で
せ
な
い
が
、
束

の
間

の
結
婚
生
活

で
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
勤
子
内
親
王

の

妹

雅
子
内
親
王
と
の
結
婚

も
容
易

で
あ

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う

か
。
ひ
と
こ
と

付
言
し
て
お
く
。

な
お

『
和
名
抄
』

の
序
文
を
い
か
に
読

む
か
、
に

つ
い
て
は
、
浜

田
敦
氏

の

「
和
名
類
聚
抄
」
(
『
本
邦
辞

書
史

論
叢
』)

に
導

か
れ
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
。

六

正
統
な
ら
ざ
る
と
は

い
え
、

二
十

三
、
四
の
年
齢

で

『
和
名
抄
』
を
選
進
す

る
学
殖
を
示
し
え
た
順

が
、
文
章

生
た
る
べ
く
研
鑽
を
積

ん
で
い
た
こ
と

は
想

像
す
る
に
か
た
べ
な

い
。
だ

が
、
二
十
代

の
順
を
襲

っ
た

の
は
相

つ
ぐ
肉
親

の

死
と
離
反
と

か
ら

く
る
孤
独

と
、
業

の
成
ら

ぬ
焦
燥

で
あ

っ
た
ろ
う
。
立
身
揚

名

の
夢

と
努
力

は
は
か
な
く

、
不

遇
沈
淪

の
意
識

に
し
だ

い

に

傷

つ

い
て
ゆ

く

。卩二
十
歳

の
年

に
父
を
、

二
十
五
歳

の
年
に
母
を
喪

い
、
頼
み
と
す
る
長

兄
は

も
は
や
な
く

、
次
兄
も
ま
た
夢
破
れ
て
離
京
し
た
。

あ
ら
た
ま

の

と
し

の
は
た
ち
に

た
ら
ざ

り
し

と
さ
は
の
山
の

や

ま
む

み

風
も
さ
は
ら
ぬ

ふ
ち
ご
ろ
も

ふ
た

玉
び

た
ち
し

秋
ぎ
り

(く
も
と
)

㌧

に

こ
こ
ろ
も

そ
ら

に

ま

ど
ひ
そ
め

み
な
し
ら
□
□
□

な
り
L

よ

(
も
)

・り

も

の
お
ん
ふ
こ
と
の

葉
を
し
げ

み

け

ぬ
べ
き

つ
ゆ
・の

よ
は
に

お
き
て

夏

は
な
ぎ

さ
に

も
え

わ
た

る

ほ
た
る
を
そ
で
に

ひ
ろ
ひ

つ

～

冬

は
は
な

に
と

み
え
ま

が
ひ

こ

の
は
こ
の
は
に

「
ふ
り
う
も

る

ゆ
き
を
た
も
と
に

あ

ゆ
め

つ
ト

ふ
み

～
て
い
で
し

み
ち
は
な

(ほ
)
を

身

の
う
き
に

の
み

あ
り
け
れ
ば

,
こ

、
も

か
し

こ
も

あ
し
ね
は

ふ

し
た
に
の
み
こ
そ

し
づ

み
け
れ

…
…

(『
順
集
』
鰓
)

順

は
.
自
分

の
一一十
.代

を
こ
ん
な
ふ
う

に
述
懐

し
て
い
る
。
「
と
し

の
は
た
ち

に

た
ら
ざ
り
し
」
時

の
.
「
風
も
さ
は
ら
ぬ

ふ
ち
ご
ろ
も
」

は
、
父

の
喪

に
服
し

た

こ
と
、

「
ふ
た

国
び
た
ち
し

秋
ぎ
り

に
」
は
母
の
死
を
暗
示
し

て
い
よ
う

か
。

そ
れ
が
嘆
き

の
始
め
、
も

の
思

い
の
葉
が
繁

る
よ
う

に
な

っ
た
。
が
、
夏

は
螢
を
袖

に
拾

い
、
冬

は
花
と
も
ま
が
う
雪
を
袂
に
集
め
て
な
と

、
車
胤
孫
簾

の
故
事
に
託
し
て
醍

の
努
力
の
あ
と
を
か
耄

コ
そ
つ
し
て

「ふ
み
を

い

で
し

み
ち
は
な
を
』

は
、
や

っ
と
文
章
生
と
な
り
は
し
た
庵
の
の
、
身

は
憂

き

に
沈

む
ば

か
り

、
と
後
年

の
順

(
右

の
長
歌
は
、
天
暦
五
年

〈
九

六

一
〉

、∴

五
十

一
歳

の
時
と
推
定

さ
れ

る
)
は
、
沈
淪

の
半
生
が

二
十
代

か
ら
由
来

す
る

も

の
と
捉
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

承
平

六
年

(
九
三
六
)
に
は
、

近
江
更

衣
が
亡
く
な

っ
て
お
り

(
『
日
本
紀

略
』
、
承
平
六
年
三
月
七
日
に

「
是
則
遭
二
母
喪

一也
」

と
注
し

て
、

斎
宮
雅
子

内

親
王

の
退
出
を
伝
え
る
)
、
前

節
に
も
み
た
よ
う

に
、
天
慶
元
年

(九
三

入
)

に
は
、
か

つ
て
母
が
仕

え
、
順
も

『
和
名
抄
』
を
献

じ
た
勤
子
内
親

王
が
、
師

輔
と
結
婚
し
て
ほ
ど
な
く
薨
じ
て
い
る
。
順

が
近
侍
し
、

世
に
出

る
蔭

の
支
援

者
と
な
り
え
ゐ
か
も
知
れ
な

い
人
々
を
相

つ
い
で
失

っ
て
い
る
わ
け

で
あ

る
。

順
が
頼

み
と
す

る
と

こ
ろ
と
な
る
源
高
明
は

、
天
慶

二
年

(
九
三
九
)

八
月
、
'

二
十
六
歳

の
若

さ
で
参
議

と
な
り

、
台
閣

に
登
場
す

る
が
、
も
と
よ
り
確
固
た

る
地
歩
を
築

き
あ
げ

て

い
る
と

は
い
え
な

い
。
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順

の
ご
十
代

は
酬

わ
れ
る
こ
と
な
く

過
ぎ

て
ゆ
く
。
儒
門
に

生
ま

れ
た
身

で

あ
る
な
ら
ば
、
遅
く
も
三
十
に
至

る
ま
で
に

は
文
章

生
試

に
及
第

、
文
章
得
業

生

か
ら
方
略
試
を
め
ざ
す

コ
ー

ス
が
開
け
て
く
る

の
が
ふ

つ
う

だ
。
い
ま

、
前

代

か
ら
当
代

に
か
け

て
の
代
表
的
人
物

の
、
文
章

生
及
第
年
齢

を
示
せ
ば

、
次

の
よ
う

で
あ

る
。

㌧
管
原
道
真

(
十

八
歳
)

橘
広
相

(
二
十
四
歳
)

藤
原
菅

根
(
二
十
九
歳
)

一
三
善
清
行

(
三
十
歳
)

爬
長
谷
雄

く
三
十

一
歳
)

藤
原
在
衡

(
二
十

三

歳
)

大
証
朝
綱

(
二
十

六
歳
)

大
江
維
時

(
二
十
九
歳
)

管
原
文

時

6

二
十

五
歳
)

*
順

(
四
十
三
歳
)

「
そ
も

そ
も
近
代
成
業

の
輩

は
、
悉
く
是
れ
儒
門

の
胤
な
り
。
文

籍

身

に

随

て
い
せ
い

へ
、
提
撕
耳

に
在
り
。
少
き
者

は
二
十
有
余
、
老

い
た
る
名
も
僅
か
に
三
十

に

ご
と
ご
と

過
ぎ

、
皆

箕
裘

㌔(祖
先

の
遺
業
)
を
継

い
で
、

威

く
昇
進
に
列
す
」
と
橘

直

幹

が
有
名
な
申
文

(
『
文
粋
』
巻
六
、

「
請
レ
被
下
特
蒙
二
天
恩

一兼
申
任

民
部
大
輔

闕
上
状
」
)

に
書

い
た

の
は
、
天
暦

入
年

(
九
五
四
)

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
文
章

生
も

か
よ
う

に
儒
門

の
人
々

の
多
く
占
め
る
と
こ

ろ
で
あ

っ
た
か
ら

、
方
略
試

と
な
れ
ば
な

お
さ
ら
で
、

「
寛
平
以
後
、
只
儒
後
儒

孫
の
み
あ
り

て
、
父
祖

の

た
ま
た
ま

業
を
相
承
す
。
門
風
に
依

ら
ず
し
て
、

偶

仙
柱

に
攀

る
も

の
は
丶

四
五
入

に

過
ぎ
ざ

る
の
み
」
(『
類
聚
符
宣
抄
』
第
九

、
「
請
下
蒙

二宣
旨

一令
も
奉
二
方
略
播
磨

少

掾
正
六
位

上
橘
朝

臣
直
幹

一状
」
、
承
平

五
年

〈
九

三
五
〉

八
月
十
五
日
)
と

い
う
あ
り

さ
ま

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し

た
文
章
生

に
ま
で
及
ぶ
儒
門

の
世
襲

化

の
傾
向
に
、

「
若
く
し

て
師

の
道
を
学

ぶ
も
遂
に
拙
」
き
嘆
き

(
「
五
嘆
吟
井
序
」
)

を
重

ね
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
天
暦

八
年

(
九
五
四
)
に
草
さ
れ
た

「
沙
門
敬

公
集
序
」

(『
文
粋
』
巻

八
)

か
ら
う

か
が
う

に
、
承

平
か
ら

天
慶
年
間

と
目
さ
れ

る
こ
ろ
、
橘
在
列

に
親
し

み
、
在

列
と
親
交

の
あ

?
た
源
英
明
を
も
知
る

こ
と
に
な

っ
た

と

推

量

さ
れ

る
。

二
十
代
後
半

か
ら

三
十
代
に

か
け
て
め
頃

で
あ
る
。
・

在

列
は
、
従

五
位
下
大
和
権
守
橘
秘
樹

の
子

(
『
橘
氏
系
図
』
)
、

少
く
し
て

大
学
に
学
び

(「
吾

は
是
れ
北
堂

の
士
、
十
歳
に
し
て
始
め
て
書

を
読
む
」
〈
『文

粋

』
巻

一
、
「秋
夜
感
懐

。
敬
獻
二
左
親
衛
藤
員
外
将
軍

一」
〉
)
、
聰
識

抜
群
で
あ

っ
た
が
、
彼

も
ま

た
容
易

に
文
章
生
た
り
え

ぬ
嘆

き
を
綴

っ
て

い
る
。
.「
書

皆

読

ん
で
業
未

だ
成
ら
ず

、
茲

に
三
十
余
。馳
遅
遅
と
し

て
手
を
空
し

う

し

て

・帰

る
。
帰
り
去

っ
て
吾
が
廬
に
臥
す
.
家
貧
し
く
し

て
親
知
る
こ
と
少
な
風
馬
身

賤

し
く
し
て
故
人
疎
な

り
つ
唯
長
安

の
月

の
み
有

っ
て
、
夜

夜
閑
居
を
訪
ふ
ト

(
『文
粋
』
巻

一
、
r前
掲

「
秋
夜
感
懐
」
)
と
。
こ

こ
に
も
孤
独
な
学
生

の
姿
が

あ
る
が
、
順

の
文
章

(「
沙
門
敬

公
集
序
」
)
で

は
、
年
三
十
で
よ
う

や
く
文
章

生
に
補

せ
ら

れ
た
乏
い
う

。
そ
れ
か
ら
官
途
に
就

い
た
在
列
は
、
安

芸
介
"
弾

生
弼
を

累
遷
し
た

が
、

「
栄
を
朝
市
に
厭
ひ

て
、
心
を
釈
門
に
栖
ま
七
」
め
、
、

天
慶
七
年
冬
十
月

、
「
遂

に
俗
綱
を
脱
れ
」
、
叡

山
に
登

っ
た
の
で
あ

っ
た
。・
・

『
扶
桑
集
』
巻
七
に

は
、
こ
の
橘
在
列
と
源
英
明
と

の
唱
和
詩

二
十

ご
茸

が

収

め
ら
れ

て
い
る
。

・
・

」

「、

、
∵

ゴ

詮

、

英
明

は
、
天
慶

二
年

.(
九
三
九
)
春
没
し
て

い
る

(『
慈
覚
大
師
伝
』
奥
書
)

が
、
「
見
二
二
毛

こ

(
『
文
粋
』
巻

一
)
で
は
、
「
吾
は
年
三
十

五
」

と
い
い
嘱

文

中
に

「
延
長
休
明

の
代

、
久
し
く
白
玉
の
塀

(禁
中
を
さ
す
)
・
に
趁

(
疑
趨
Y

し
ば
し
ば

り
、
承
平
無
事
の
暦
、
数
警
衛

の
旗

を
採

る
」

と
あ
る
か
ら

.
承

平
年
中

(
九

ヘ

ヘ

ヘ

へ

三

一
～
九
三
七
)

の
作

で
あ

ろ
う
し

、
卒
去
し

た
と
き

に
は

「
右
近
中
将
従
四

位
上
兼
伊

予
権
守
」

(『
慈
覚
大
師
伝
』
奥
書
)
と
あ
り
、
・「
警
衛

の
旗
を
採
る
」

と
の
記

述
と
符
号
す

る
か
ら

、
承
平
も
末
に
ち

が
い
頃
三
十
五
で
あ

?
た
と
み

た
い
。
英
明

は
三
十
七

、・
八
歳
で
逝

っ
た

も

の
と

み
て
お
く
。

冖

一
.
層
:

こ
の
英
明

は
、
在
列
に
た

い
し
馬

「橘

卿
は
実

に
天
才
な
り
」

と
座
客

に
語

一
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っ
て
は
、
「
華
閣
月
亭
」

(花
見

・
月
見

の
席
)
に
招

い
て
詩
宴
を
も

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
当
時
英
明

は
、
「
左
親
衛
源
亜
将
」
す
な

わ
ち
左
近
衛
中
将

(
『
二
中

歴

』
詩

人
歴

に
も

「
左
近
中
将
」

と
あ
り

、

『
大
師
伝
』

に
は

「
右
」
と
あ
る

も

「左

」
と
あ
る
の
が
正
し

い
か
)

で
あ

っ
た
か
ら
、
在
列

・
英

明

の

交

流

は
、
こ
れ
ま
た
承
平
年
間

の
こ
と
と
見

当
を

つ
け
う

る
。
在
列

の
不
遇
に
同
情

を
寄
せ
た
英
明
も
、
栄
達
の
道
を
歩

ん
で
い
た
わ
け

で
は
な

い
。
斉
世
親
王
を

父
と
し
、
菅
原
道
真

の
女
を
母
と
し
て
、

「
十

六
に
し

て
位

四
品
」

で
あ

っ
た

に
も
か
か

わ
ら
ず
、
公
卿
に
の
ほ
れ
ず

、
生
涯

四
位

で
終

っ
た

よ
ヴ

に
、
不
遇

と
評
し
え
よ
う
。
承
平
元
年

(
九
三

一
)
、
祖

父
宇
多

上
皇

の
崩
御

に

あ

っ
て

か
ら

は
、
愛
顧
に
め
ぐ
ま
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う

。

こ

〇
二
人

の
間

に
唱
和
詩
が
か
わ
さ
れ
た

の
は
、
い

つ
ご
ろ
の
こ
と
か
。
大

曽

根
章
介
氏

(
「
源
英
明
と
橘
在
列
ー
扶
桑
集
の
唱
和
詩
を
中
心
に
レ

」
、
『
国
語

と

国
文
学
』
昭

38

・
10
)
は
、
英
明

の
詩

句
に
醍
醐
天
皇

の
崩
御

を
意
味
す

る
も

の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
A
承
平
以
後

の
作

品
と
考

え

て

い

る
。
と
す
れ
ば
、

「
沙
門
敬
公
集
序
」
か
ら
う

か
が
わ
れ
る
両
者

の
交
流

の
産
物

の
ひ
と

つ
が
、
.

こ

の
唱
和
詩
で
あ

っ
た
の
だ

と
み
て
い
い
だ

ろ
う
。

こ

の
唱
和
詩

に

つ
い
て
は
、
大
曽
根

氏
の
詳
細

な
研
究

が
あ

る
わ
け
だ
が
、

唱
和
詩
に
現
わ
れ
た
、
両
者

に
共
通
す
る
思
想
と
し

て
宀
逃
避
的
性
格

の
隠
逸

思
想
を
あ
げ

、
互
に
共
鳴
し
あ

え
た
共
通
地
盤
と
し

て
、
自
己

の
境
遇
と
社
会

の
現
状

へ
の
不

満
不
平

が
あ

っ
た
こ
之
を
指
摘
し
、

「
追
詰

め
ら
れ
た
境
遇
に

お
け
る
絶
望
撼

孤
独
感

が
二
人

の
美
し

い
交
情

の
支

へ
と
な
り
、
ぎ
り
ぎ
り

の

所
に
お
い
て
世
俗

に
背
を
向
け
た
隠
逸
思
想

が
、
..こ
の
唱
和
詩

の
世
界
を
構

成

し

充
と

い
う

な
ら
ば

、
余

り
に
ゐ
悲
惨

と
い
う
外

は
な

い
」
と
評
し
て

い
た
。

い
さ
さ

か
迂
路
を
た
ど

っ
た
が
、
不
遇
が
醸
成
す
る
、
閉
鎖
的
な
い
し
逃
避

韵
な
∵
受
れ
ゆ
え
に
美
↓

い
交
情

の
世
界

の
縁
辺
に
、
二
十
代
後
半

の
順

が
近

づ
き
、
な
じ

ん
だ
で
あ
ろ
う

こ
と
を
想
う

の
で
あ

る
。

貴
顕

か
ら
依
嘱
さ
れ
た
詩
文
は
さ
て
、
順

の
文
学

の
主
調
低
音

と
も

い
う

べ

き
沈
淪

の
嘆
き
が
流
れ
そ
め
る

の
が
、
こ
の
青
春

の

一
時
期

か

ら

な

の

で
あ

り
、
現
存
す
る
も

っ
と
も
早

い
時
期

の
作

品
の
ひ

と

つ

で

あ

る

「
五
嘆
吟
并

序
」
は
、
沈
淪
不
遇
を
主
題
に
す
る
と
い
う
意
味

で
、
ま

た
こ
の
よ
う
な
嘆

き

の
文
学

(
『
扶
桑
集
』
巻
七
で
は

「嘆

」

の
部

に
収
め
ら

れ
て
い
る
)

を
ゆ

る

し
、
う
け

入
れ
た
グ

ル
ー
プ
が
享
受
圏
と
し
て
あ

っ
た
ろ
う
と

い
う
意
味

で
、

英
明
在
列
的
世
界

の
ひ
と

つ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
作

品
で
あ

る

と

考

え

た

い
。既

に
、
伝
記
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
五

つ
の
嘆

き

と

は
、
父

の
死

・
母
の
死

・
長
兄

の
夭
折

・
次
兄

の
出
奔

・
我
身

の
不

遇
を
さ

し

、
各

々
に
七
言
詩
を
配
し
、

二
六
四
字

の
序
文
を
#

せ
る
。
父
を
嘆

く
詩
句

に

「
一
た
び
厳
容
を
隔

つ
る
こ
と
十
有
年
」
と
あ
り
、
そ

の
死
は

「
延
長

二
年

(九
三
〇
)

の
夏
」
と
序
に
あ
り
、
そ
れ
は
順

二
十

歳

の
こ
と
で
あ
る
か
牡

、

こ
の
作

品
は
、
順
が
三
十
代
前
半

の
も
の
で
あ
ろ
う

。

「
余

に
五
嘆
あ
り
。
罷
め

ん
と
欲
し
て
能
は
ず

。

い
は
ゆ
る
心
、
中

に
動

き

て
言

に
形
は
る
る
な
り
。
!言
足
ら
ず

、
故

に
こ
れ
を
嗟
嘆
す
る
も
の
な
り
」

と

書
き
出

さ
れ

る
序
文
は
、

『
詩
経
大
序
』

の

「
詩
は
志

の
ゆ
く
と
こ
ろ
な
り
。

心
に
在
る
を
志
と
な
し
、
言
に
発
す
る
を
詩

と
な
し
、
情
、
中

に
動
き
て
言

に

形
は
る
。
こ
れ
を
言
ひ
て
足
ら
ず

、
故

に
こ
れ
を
嗟
嘆

す
」
の

一
節

を
ふ
ま
え

る
わ
け
だ
が
、
卑
近
に
し
て
実
感
的
な

レ
ベ
ル
で
受
け
と
め
ら

れ
て
い
る
と
い

え
よ
う

か
。
当
代
文
学

の
常
な
が
ら
、
自

己
の
感
慨

や
事
実
叙

述
を

、
舶
来

の

知
識
を

ペ
ダ

ン
ト

リ
ー
と
し
て
ひ
け
ら

か
し

つ
つ
、
い
か
に
表
現
し

て
み
せ
る

か
、
と

い
う
と
こ
ろ
に
順

文
学

の
眼
目

が
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢

は
、
正
統

的
文
章
世
界
を
逸
脱
し
た
、
心
や
り
の
側
面
を
も

っ
た
漢
文

に
よ

る
戯
文
や

、
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あ
る

い
は
和
歌

.
和
文
に

お
い
て
も
共
通
し
た
性

格
巴
し
て
指

摘
で
き
る
と
思

う

の
で
あ

る
。

}
こ
こ
で

は
、
順

の
二
十
代

か
ら
三
十
代
に

か
け
て

の
現
実
的
な
不
幸

・
不
遇

が
、
在
列

.
英
明
ら

の
世
堺
と
接
触
通
過
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、,
不

遇
意
識
と

し

て
定
着
し
、

「
五
嘆
吟
井
序
」

の
よ
う
な
沈
淪
文
学
を
生
み
出
し
て
く
る
の

だ
、
と
、
伝
記
学
的
説
明
を
施
し

て
お
き
た

い
の
で
あ
る
。

既

に
予
定
枚
数
を
超
過
し
て

い
る

の
で
、
今

回
は
ひ
と
ま
ず
本
節

で
擱
筆
す

る
こ
と
に
し
た

い
。
晩
年
の
順
に
は
、
和
歌
所
寄
人

に

選

ば

れ

(天
暦

五
年

〈
九
五

一
〉
)
、
文
章
生
と
な

っ
た

(
天
暦
七
年

〈
九
五
三
〉
)

四
十
代

の
前
半

に
は
、

「
抑
し
た
が
ふ
な
し

つ
ぼ
に
は
な
ら

の
都

の
ふ
る
う
た
よ

み
と
き
え
らママ

び

た
て
ま

つ
り

し
と
き
は
す
こ
し
呉
竹

の
よ

ご
も
り

て
ゆ
く
す
ゑ
を
た

の
む
お

り
も
は
べ
り

き
」

(『
順
集
』

m
)
と
述
懐
し
、
あ

る
い
は

「
天

暦

の

旧

臣
し

(『
文
粋
』

巻

一
、

「
病
中
聞
下
羽
林
藤
将
軍
戯
題
二
夜
行
舎

人
鳥
養
有

三

一之
絶

句
と
)
と

い
う
言
葉

か
ら
す
る
と
、
彼

の
人
生
史

に
お
い
て
、
光

の
さ
し
た

日

々
と
し
て
天
暦
期
が
意
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
に
順
伝

の
最
初

の
メ

ル

ク

マ
ー

ル
を
お

い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿

で
は
、
順

は
ま
だ
そ
こ
ま
で

到
達
し

え
な
か

っ
た
。

さ
し
あ

た
り
次
節
で
は
、
さ
さ
や
か
な
栄
光
に
浴
す
る

に
先
立

っ
て
、
物
語
述
作
に
手
を
染
め
て

い
た
ら
し

い
順
に

つ
い
て
論
ず

る
こ

と

に
な

ろ
う

か
。

〈
朱
完
〉
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